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ダウン症者の社会生活の実態
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st．1 st．2 st．3 st．4 計
性別





























最終学歴 f ％ f ％ f ％
普　　　　　中 5 2．0 5 2．7 10 2．3
特　　　　中 39 15．7 34 18．1 73 16．7
養　　　　中 51 20．5 33 17．6 84 19．2
学　　　　園 21 8．4 23 12．2 44 10．1
養　　　　高 21 8．4 11 5．9 32 7．3
中　　　　退 13 5．2 15 8．0 28 6．4
未　　就　　学 52 20．9 34 18．1 86 19．7
そ　　の　　他 47 18．9 33 17．6 80 18．3










































































































































項目番号 Total δ 9 St① St② St③ St④
115～19 ・・一・・1 25－2gl・・一34、35－391・・一
2特中 3養中 4養高 5未就
6未記





4．81 4．84 4．75 4．53
2 4．39 4．43 4．34 4．47 4．33 4．03 3．58 4．45 4．28 4．60 4．28 4．09 4．39 4．90 14．60 4．62 4．45 4．21 4．22
10 4．34 4．03 4．38 4．34 4．67 4．10 4．58 4．23 4．38 4．43 4．25 4．09 4．39
、 、。｝
4．38 4．36 4．56 4．24 4．36
9 4．31 4．35 4．27 4．29 5．0 4．54 4．37
1、．5。
4．30 4．35 4．15 4．05 4．50 4．80 4．62 4．44 4．66 4．18 3．97
4 4．20 4．11 4．33 4．17 5．0 4．44 4．25 14．35 4．25 4．30 3．97 3．77 4．06 4，801 4．48 4．35 4．85 3．99 3．92
14 3．98 3．87 4．13 3．95 5．0 4．18 4．11
11・ ・5
4．02 4．14 3．86 3．23 3．53 4．50 4．30 4．27 4．34 3．76 3．67
1 31．88 3．98 3．76 3．87 5．0 3．89 4．0 1〔3・77 3．71 4．07 3．96 4．14 3．76 4・50 o3．87 3．93 4．03 3．83 3．80




3．72 3．38 3．41 4101 4．15 413 3．75 341 3．59
11 3．73 3．68 3．79 3．75 5．0 3．92 2．89 3．75 3．80 3．83 3．71 3．23 3．28
　　　　　1
S・201 3．93 4．05 4．10 3．47 3．58
5 3．72 3．68 3．78 3．65 5．0 4．31 3．67 3．68 3．93 3．82 3．56 2．95 3．24 4，441 3．97 4．00 4．50 3．38 3．39
8 3．48 3．35 3．64 3．43 5．0 3．68 3．13 3．28 3．57 3．54 3．44 2．81 3．71 3．89　　　　　1
17．59
3．87 4．エ0 3．26 3．06
6 3．21 3．14 3．31 3．20 4．67 3．51 2．72 3．20 3．16 3．40 3．27 2．77 2．89 3・60 3．56 3．58 3．58 2．88 3．02
13 3．21 3．15 3．20 3．16 5．0 3．59 3．32 3．15 3．15 3．39 329 2．57 3．33 3．90 3．40 3．38 3．84 2．98 3．09
12 3．01 2．96 3．08 2．96 4．67 3．46 2．94 3．10 2．87 3．18 3．07 2．45 3．06 3．00 3．14 3．28 3．77 2．73 2．91
7 2．84 2．60 3．15 2．96 1．33 1．89 2．41 2．70 2．84 2．97 3．1ア 2．18 2．4正 3．33 2．94 3．71 2．26 2．61 2．38
17 3．87 3．87 3．84 4．59 3．50 4．34 3．70 3．86 3．87 3．43 4．00 3．20 4．06 4．33 4．73 3．67 3．48





















































































項目番号 TotaI ♂ 孚 St① St② St③ St④ ・15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～ 1普中 2特中 3養中 4養高
・未就菜記入
B－2 3．95 3．83 4．12 3．89 5．0 4．41 4．21 4．18 3．99 4．07 3．78 3．19 3．67 3．90 4．33 4．28 4．58 3．67 3．57
3 3．63 3．55 3．75 3．57 4．67 4．24 3．64 3．83 3．71 3．83 3．24 3．14 3．28 4．00 3．97 3．95 4．23 3．38 3．19
4 3．60 3．56 3．64 3．51 4．33 4．39 3．56 3．90 3．58 3．81 3．30 2．86 3．29 3．50 3．92 3．88 4．25 3．36 3．22
1 3．30 3．22 3．41 3．27 5．0 381 2．63 3．44 3．29 3．40 3．21 3．14 2．65 、3．44 3．61 3．36 3．47 3．19 3．08
5 3．11 3．09 3．14 3．01 5．0 3．95 2．93 13．35 3．17 3．28 2．92 2．43 2．12 3．22 3．65 3．23 3．53 2．87 2．71
6 2．99 2．96 3．03 2．93 5．0 3．65 2．5 3．26 3．13 3．12 2．75 2．24 1．82 3．11 3．50 3．20 3．55 2．74 2．51
8 2．74 2．78 2．70 2．70 4．33 3．39 2．0 2．79 2．74 2．96 2．60 2．38 2．11 2．60 3．24 2．80 3．06 2．52 2．55
10 2．28 2．34 2．20 2．24 2．67 2．82 1．75 2．19 2．25 2．53 2．30 2．05 1．50 2．33 2．54 2．44 2．58 2．10 2．10
9 2．27 2．29 2．25 2．26 3．33 2．58 1．60 2．10 2．22 2．45 2．41 2．15 1．89 2．33 2．40 2．35 2．40 2．15 2．34











































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　エ　　　　　　152025303540　 152025303540 　152025303540 　　］52025303540 　　⊥52025303540





































2・・31 3231 73・g1 2・1 4・81 437
Table，9　異性への関心の程度
強 弱 未記　入











































































































































































































G－3 3．53 3．34 3．79 3．45 5．0 4．26 3．56
14．03
3．56 3．49 3．56 2．59 2．72 3．60 4．18 4．01 4．32 3．10 2．97
4 2．82 2．67 3．02 2．70 5．0 3．97 2．73 3．64 2．91 2．71 2．59 1．77 1．89 3．70 3．45 3．45 3．90 2．34 1．94
7 2．45 2．26 2．70 2．27 5．0 3．74 3．19 2．97 2．40 2．32 2．50 2．10 1．76 3．30 2．81 2．65 3．84 2．14 L81
5 2．04 2．07 2．01 1．88 5．0 3．21 2．73 2．68 2．05 1．96 1．74 L68 1．67 2．60 2．44 2．58 3．35 1．58 1．48
1 1．90 1．87 1．94 1．74 4．67 3．35 1．47 2．37 1．92 1．80 1．87 1．19 1．56 2．70 2．12 1．85 3．30 1．66 1．58
2 1．70 1．69 1．70 1．61 3．33 2．47 1．64 1．89 1．67 1．69 1．76 1．27 1．41 1．90 1．89 1．79 2．30 1．55 1．42
11 1．55 1．59 1．49 1．43 4．0 2．38 1．93 1．99 1．48 1．45 1．45 1．57 1．39 2．44 1．86 1．52 2．48 1．35 1．25
10 1．50 1．55 1．45 1．47 1．67 1．92 L63 1．64 1．42 1．50 1．64 1．29 1．44 2．30 1．54 1．51 2．06 1．46 1．21
6 1．45 1．56 1．31 1．33 5．0 2．49 1．47 1．70 1．51 1．41 1．39 1．10 1．19 2．20 1．70 1．46 2．42 1．25 1．18
8 1．29 1．29 1．27 1．26 2．5 1．47 1．31 1．36 1．21 1．27 1．37 1．24 1．33 2．00 1．35 L30 1．50 1．23 1．14








































































T1 336i 76・g1 8・1 ・8・51 ・・1 4・61437
Table．13働いている者と年令との関係
働いている 働いていない 未　　記 入
年　　　令 計
f 瑠 f ％ f ％
15～19 56 57．7 15 20．3 3 4．0 74
20～24 105 77．8 22 16．3 8 5．9 135
25～29 97 83．6 17 14．7 2 1．7 116
30～34 58 80．6 12 16．7 2 2．7 72
35～39 12 54．6 9 40．9 1 4．5 22
40～ 12 66．7 4 22．2 2 11．1 18




































業 働 業　撃　業　羅　葎 入










































月　ぎ　め 不定　期 そ　の　他 未記入
性　別










































TI …1 30．1 2・71 6・・61 281 8．3 336
Table．17仲間との協力の程度
協力する 時　　々 しない 未記入
性　別



































ひとりで 時々介助 常に介助 未記入
性　別




















Tl・2236・3 ・4844・・132 9．5 34・…1 336
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Table．19道具の扱い方
う　ま　い ぎごちない 介助の要 未　記入
性　別






































T ・98i　58・9 92i　27・4 461・3・7i 336
Table．20作業態度A
ま　じ　め 時々はめはずし ふざけて仕事 未記入
性　別

















T ・39【4・・4・695・・3 6　　　　1．8　　　　　22　　　　6．5 336
Table．21作業態度B
よろこんで 普　　　通 不平が多い 未記入
性　別




























E－13 4．22 4．33 4．08 4．26 5．0 4．33 2．2 4．46 4．24 4．44 4．08 3．33 3．87 3．90 4．57 4．49 4．50
　　　　　14．07
4．02
12 3．96 4．01 390 4．01 5．0 3．20 1．83 4．23 3．89 4．05 3．97 4．43 3．81 3．70 4．23 4．07 4．20 3．85 3．93
6 3．89 3．84 3．96 3．98 3．33 3．62 2．46 3．76 3．91 4．01 4．00 4．36 3．82 4．10 4．26 3．96 3．53 3．80 3．77
7 3．55 3．50 3．62 3．65 3．33 3．16 2．14 3．43 3．47 3．73 3．74 2．90 3．29 4．11 3．81 3．83 3．10 3．40 3．45
1 3．52 3．53 3．51 3．52 4．0 3．28 4．0 3．53 3．57 3．58 3．30 3．55 3．65 3．40 3．43 3．63 3．72 3．55 3．33
4 2．96 3．05 2．85 2．92 3．67 3．69 2．14 2．89 2．97 3．16 2．92 2．45 2．88 3．10 3．21 3．12 3．55 2．83 2．52
9 2．89 2．89 2．90 3．01 3．33 2．14 2．0 3．03 2．78 2．91 3．13 2．25 2．80 2．78 3．44 3．12 2．45 2．64 2．91
2 2．88 2．85 2．92 2．85 4．0 3．11 2．69 3．04 2．92 2．95 2．84 2．36 2．18 3．00 3．20 3．11 2．90 2．66 2．79
3 2．8正 2．87 2．72 2．80 3．0 2．92 2．59 2．70 2．75 3．13 2．76 2．33 2．29 3．10 3．01 2．88 3．22 2．64 2．66
11 2．80 2．73 2．88 2．84 3．67 2．60 2．08 3．00 2．80 2．73 2．96 2．00 2．60 3．25 3．42 3．08 2．93 2．49 2．48
5 276 3．07 2．45 2．30 4．0 4．31 1．00 3．29 3．30 255 2．82 1．11 1．20 4．00 3．30 2．60 4．29 2．35 1．15
8 2．51 2．57 2．44 2．62 3．0 172 1．75 2．51 2．40 2．53 2．74 2．40 2．47 2．78 2．92 2．55 2．31 2．29 2．67
10 2．15 2．12 2．19 12●22 3．0 1．58 1’75 P2．16 2．10 2．19 2．35 1．60 2．07




















































































































項　　　目 f ｛％ 項　　　目 【fl ％ 項　　目 lf［ ％
子 面 子
ど よ　　　い 192 50．9 △
折りにふれ 168 44．6 ど 幸福を願う 267 70．8
も 耳 も









未記入 23 6．1 未　記入 25 6．6 未記入 23 6．1
項 則f比量項 目　　f　　％
帰 宅





歓 な　　　し 28 7．4 さ
迎 せ
未　記入 34 9．0 方 未　記　入 40 10．6
総 括
　われわれは，①ダウン症者の社会生活のあるべき姿を検討したい。②ダウン症児のための
将来のモデルを明らかにしたい。③ダウン丁丁の社会生活の面からダウン症児の教育・指導
のあり方を検討したい。という目的を達成するためにダウン症者の社会生活の実態調査を行
った0
　14の小鳩会支部から報告をうけた630名のダウン症者を対象に，④生活習慣，⑬集団生活
への参加，◎仕事のようす，⑪職場に働く者のようす，⑤楽しみの状況，⑥生活力の6っの
領域における現在の生活の状況について回答を求めた。そして，437名から回答を得た。つ
まり，回収率69．4％である。そして，次のようなことを見出した。
　①　年令分布において33，4才の頃大きな断層がみられた。それは第一次大戦終了後まもな
い頃に生まれたダウン症者であり，彼らが学令期に達した頃から全国に精神薄弱児の収容
施設ができはじめ，教育がなされるようになってきたことによるものではないかと思われ
る。したがって，「ダウン症児は短命だ」といわれていたが，この時期をもってこの言葉に
終止符を打ったように思われる。また，死亡者の報告によると，　7才までが全体の81．5％
であり，小学校に入学したら1，2年で安定するように思われる。しかし，ダウン症者は0
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Fig．14　ダウン症者の死亡年令
～4才の死亡しやすい時期を経過すると，30才以上まで生存可能となるが，50才以上まで生
存する人は少ないようである。
　②　ダウン症者の未就学者は40才以上では75．5％であったものが，15～19才では16．6％と
なり年令が若くなるにつれて，それは極度に少なくなっている。したがって，今後はダウン
症者の未就学者は零：になるものと思う。そして，ダウン症者の大部分は養護学校中学部また
は高等部の卒業者になる傾向にあることを見出した。
　一般企業に働いているダウン症者や家庭から訓練所や福祉作業所に通っているダウン症者
は家庭で親と一緒に生活している者や，福祉施設に入所しているダウン症者より未就学者が
少なく，学歴も高いといえる。
　③一般企業に働いているダウン症者は生活習慣が大体確立している。しかし，訓練所や
福祉作業所に通っている者や家庭で両親と一緒に生活している者や福祉施設に入所している
ダウン症者は「よごれた洋服を正しく処置する」とか「爪をきれいにする」などが身につい
ていない。いわゆる，いい意味のおしゃれが身についていない。
　④集団生活への参加の状況において，一般企業に働いているダウン症者や訓練所や福祉
作業所に通っているダウン症者は家庭で親と一緒に生活しているダウン症者や福祉施設に入
所しているダウン一寸より有意に優れている。
　ダウン症者で異性の友達をもっているものは21．3％であり，異性への関心の強い者は24．0
％であり，一般にいわれているようにダウン症者の異性への関心は低いようである。
　ダウン話者の休み時間や休日の過ごし方はテレビを見ている，音楽をきいているが圧倒的
に多く，受動的で消極的であるといえる。
　⑤ダウン症者の生活力について，一般企業に働いているダウン症者は他のダウン症者よ
りもそれが優れており，家庭から訓練所や福祉作業所に通っているダウン症者は家庭で親と
一緒に生活しているダウン症者や福祉施設に入所しているダウン症者より優れている。
　また，「のりものの利用ができる」とか「自宅に電話をかけることができる」などの生活
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力においては養護学校中学部を卒業したダウン症者より高等部を卒業した彼らの方が優れて
おり，中学部卒業者は未就学者より優れている。つまり，生活力は教育によって左右される
ので，精神薄弱者のための養護学校高等部の設置が急がれる。
　⑥ダウン症者の仕事のようすについて，ダウン症者で仕事をしている者は76．9％であ
る。仕事の内容は技能士生産工程作業が大部分であり，ついで農耕作業となっている。介助
なしでひとりでできる者36．0％，時々介助がいる者44％，常に介助がいる者9．5％となって
いる。道具の扱い方では54％の者がうまいと評価されている。作業態度としてはよろこんで
仕事をするが，仕事はしなければならないのだという課題意識に乏しいようだ。
　⑦ダウン症者の楽しみの状況について，ダウン顕者は社会にかかわることに非常な楽し
みを見出している。しかし，家庭で親と一緒に生活しているダウン症者だけは「ひとりで遊
ぶことに」楽しみを見出している。
　最後に，本調査研究にご協力いただいた小鳩会の支部長，福祉施設の施設長および職員の
方々，福祉作業所や訓練所の所長および職員の方々，ダウン雨漏と共に生活しておられる両
親に対し，さらに，集計整理に当ってご支援をいただいた教育工学センターの西岡幸一，大
谷尚教官および学生の多田ひとみ，福宿詠子さんに対し，深く感謝の意を表します。
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